
第36回 日本助産学会学術集会学生ポスター発表会 

 

テーマ：「コロナ禍でも創意し前進し続ける助産師教育」（2022年3月20日12:30～14:00） 

 今年度、参加された9校の皆様、発表お疲れ様でした。今年度もオンラインにてそれぞれ素晴らしい

内容のプレゼンテーションを披露して頂きました。 

どの学校も助産師教育における新型コロナウィルス感染症の影響は少なからずあったように思います。

しかしながら、テーマに掲げるよう各校創意工夫しながら目標達成されたことが発表を通じてうかがえ

ました。甲乙つけがたい発表内容でしたが、厳選なる審査の結果、以下の2校の皆様が受賞されました。

2校の皆様おめでとうございます。また、9校の皆様がそれぞれスムーズな進行に御協力頂きましたこと

この場をおかりして御礼申し上げます。 

今後も、このセッションを通じて助産師学生さん同士が交流できるよう、より充実した企画・運営に

努めてまいります。今後ともよろしくお願いいたします。 

                         全国助産師教育協議会広報・社会貢献委員会 

 

≪受賞校≫  

【日本助産学会賞】 

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科  

保健学専攻 リプロダクティブヘルス分野 助産師養成コース 

演題名：生理の貧困対策プロジェクト・ながさき 

【全国助産師教育協議会賞】 

愛媛県立医療技術大学助産学専攻科 

演題名：助産院開業計画～開業助産師の助言をいただいて～ 

 

≪他参加校演題一覧≫ 

〇昭和大学助産学専攻科 

「離れていても心はつながったオンライン両親学級」 

〇鹿児島大学大学院保健学研究科助産学コース 

「将来のウィメンズヘルスケアを支える教育支援活動～学部生との学びを通して～ 

〇畿央大学助産学専攻科 

「手作りのマイ胎児人形・臍帯胎盤・乳房を用いた学修 

〇奈良県立医科大学大学院 

「乳児期までの継続事例実習について」 

〇大阪大学 

「大阪大学の助産師教育」 

〇同志社女子大学大学院 

「ザ・ノンフィクション 学びを止めない未来の実習―臨地共同オンライン実習―」 

〇岐阜保健大学大学院看護学研究科助産師コース 

「コロナ禍で希望した立ち合い分娩ができないなか関わる実践の学び」 



   

   


